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はじめに

　「面接は、何を聞かれるかわからないから緊張する」という人がいます。
しかし、学校管理職試験の面接で聞かれることは、教育に関係することだ
けであり、政治情勢や経済情勢のことを聞かれることはまずありません。
しっかりとした準備をすることができれば、必ず合格できます。
　本書は、面接で出題される問題や評価する要素、マナーなどの基礎知識
から、回答の仕方、実際の試験を想定した問答例までを取り上げ、受験者
の先生方が行うべき面接対策を解説します。

　私は 39 歳で教頭試験に合格し、42 歳で教頭になりました。そして、44
歳で校長試験に合格することができ、47 歳で校長に着任しました（教頭・
校長ともに当時県下最年少で着任）。
　教頭試験の教育事務所長面接では 15 分間震えっぱなしで、合格は絶望的
だと思いましたが、運良く合格できました。合格してからは、今まで以上
に校務に真剣に取り組みました。その結果、５年後の校長試験も１回で合
格することができました。
　教頭試験を受験する際に、友人３名と立ち上げた管理職試験の研究会に
は、その後、多くの後輩が入会しました。そして、たくさんの後輩の受験
者の面接試験対策や論文添削指導をしてきました。こうした経験をもとに、
学校管理職試験における面接対策をまとめたのが、本書です。
・管理職試験の受験を決意したが、何から始めたらよいかわからない
・筆記や論文の勉強の仕方はわかるが、面接はわからない
・面接官から評価される回答のコツがわからない
　こんな悩みを持つ方は、ぜひ本書で学び、試験に備えてください。

　本書の内容を簡単に紹介します。
　第１章は、「面接試験の基礎知識」です。面接官が受験者の何を見るのか、
事前調書の書き方などについてまとめてあります。
　第２章は、「評価される回答の仕方」です。自己紹介はもちろん、事前調
書に関する質問、法規に関する質問などへの回答のコツ、留意点を示して
います。
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　第３章は、「受験者の身上等に関する質問 10」です。志望動機をはじめ、
必ず聞かれる質問ですので、参考にして、しっかりと準備しておいてくだ
さい。
　第４章は、「今日的な教育課題に関する質問 20」です。最近のトピック
となっている、出題される可能性が高いものを取り上げています。
　第５章は、「学校経営に関する質問 20」です。学校管理職が行う仕事の
根幹であり、これも聞かれることが多い問題です。
　第６章は、「教育課程に関する質問 20」です。職務の中で最も重視され
るのが、この教育課程についてです。
　第７章は、「教職員に関する質問 20」です。教職員の管理も、学校管理
職にとって欠かせないものであり、正確な法的知識をもとに答える必要が
あります。
　第８章は、「児童・生徒に関する質問 20」です。不登校児童や暴力行為
などについて、学校管理職としてどのように対応するのかは、問われるこ
とが多いテーマです。
　第９章は、「保健・安全等に関する質問 15」です。児童・生徒を守るこ
とのできる知識、考えを持っているかを問われます。
　第 10 章は、「集団面接・集団討論の攻略法」です。私は校長試験のときに、
２次試験で集団討論があり、司会に立候補しました。合格できたのは、こ
のときの積極的な姿勢が評価されたのかもしれません。集団面接や集団討
論は、実施していない自治体もありますが、受験方法が変更になる場合も
あります。また、個人面接の参考になる内容もありますので、ぜひ一読し
ておいてください。
　最後に、学校管理職試験を受験するからといって、日常の校務をないが
しろにすることは絶対にあってはならないことです。「日々是試験」という
ような勤務態度で日々の校務に真剣に取り組み、試験に臨んでください。
　本書が受験される先生方のお役に立ち、試験に合格されることを心より
お祈り申し上げます。

　平成 26 年７月
� 学校管理職試験研究会会長
� 久保田 正己



学校管理職試験　面接の合格術◉目次

第1章 面接試験の基礎知識	 11

	 1	 面接試験が重視される理由････････････････････････････････12

	 2	 面接官は受験者の何を見るのか･･･････････････････････････14

	 3	 面接試験の方法････････････････････････････････････････････16

	 4	 面接で出題される問題は大きく３つある･････････････････18

	 5	 面接試験の具体的準備････････････････････････････････････20

	 6	 好感を持たれる服装・身だしなみ････････････････････････22

	 7	 面接試験でのマナー･･･････････････････････････････････････24

	 8	 事前調書の書き方･ ････････････････････････････････････････26

第2章 評価される回答の仕方	 31

	 1	 歯切れのよい自己紹介を心がける････････････････････････32

	 2	 事前調書の内容は確実に答える･･･････････････････････････34

	 3	 自分の理想とする学校像を確立しておく･････････････････36

	 4	 質問には正対する･ ････････････････････････････････････････38

	 5	 法規は正確に回答する････････････････････････････････････40

	 6	 厳しい質問には冷静沈着な回答を････････････････････････42

	 7	 観察力と想像力を働かせる････････････････････････････････44

	 8	 傍観者的な立場での回答はNG････････････････････････････46

	 9	 最新の情報を実践に結び付ける･･･････････････････････････48

	 10	 県・市独自の教育プランを押さえる･･････････････････････50

第3章 受験者の身上等に関する質問10	 53

	 Q1	 なぜ校長になろうと考えたのですか･･････････････････････54

	 Q2	 なぜ教頭になろうと考えたのですか･･････････････････････55

	 Q3	 あなたの長所・短所は何ですか･･･････････････････････････56



	 Q4	 あなたの教育信条は何ですか･････････････････････････････57

	 Q5	 これまでの校長で尊敬できる人はいますか･ ･････････････58

	 Q6	 どんな校長になりたいですか･････････････････････････････59

	 Q7	 どんな教頭になりたいですか･････････････････････････････60

	 Q8	 どんな学校にしたいですか････････････････････････････････61

	 Q9	 校長に必要な資質・能力は何ですか･･････････････････････62

	 Q10	 教頭に必要な資質・能力は何ですか･･････････････････････63

第4章 今日的な教育課題に関する質問20	 65

	 Q1	 学校運営協議会制度をどう活用しますか･････････････････66

	 Q2	 土曜授業にどう取り組みますか･･･････････････････････････67

	 Q3	 体罰の防止にどう取り組みますか････････････････････････68

	 Q4	 いじめ防止についてどう考えますか･･････････････････････69

	 Q5	 「私たちの道徳」をどう活用しますか･････････････････････70

	 Q6	 幼保小連携の意義は何ですか･････････････････････････････71

	 Q7	 小１プロブレムにどう対応しますか･･････････････････････72

	 Q8	 中１ギャップにどう対応しますか････････････････････････73

	 Q9	 コミュニケーション能力をどう高めますか･ ･････････････74

	 Q10	 学校 ICT 利活用のねらいは何ですか･･････････････････････75

	 Q11	 個人情報の保護にどう取り組みますか･･･････････････････76

	 Q12	 エコスクールとはどんな学校ですか･･････････････････････77

	 Q13	 民間人校長をどう考えますか･････････････････････････････78

	 Q14	 教員免許更新制のねらいは何ですか･･････････････････････79

	 Q15	 希望降任制とはどのような制度ですか･･･････････････････80

	 Q16	 学級編制の弾力化とは何ですか･･･････････････････････････81

	 Q17	 確かな学力の育成にどう取り組みますか･････････････････82

	 Q18	 外国語活動にどう取り組んでいますか･･･････････････････83

	 Q19	 言語活動の充実にどう取り組みますか･･･････････････････84

	 Q20	 伝統や文化の尊重等にどう取り組みますか･ ･････････････85



第5章 学校経営に関する質問20	 87

	 Q1	 校長の職務は何ですか････････････････････････････････････88

	 Q2	 校長の資格要件とは何ですか･････････････････････････････89

	 Q3	 副校長・教頭の職務は何ですか･･･････････････････････････90

	 Q4	 副校長・教頭の資格要件とは何ですか･･･････････････････91

	 Q5	 校長の代理・代行はどんなときに可能ですか････････････92

	 Q6	 開かれた学校づくりをどう進めますか･･･････････････････93

	 Q7	 学校評価にどう取り組みますか･･･････････････････････････94

	 Q8	 学校と地域の連携をどう図りますか･･････････････････････95

	 Q9	 学校評議員制度とはどのようなものですか･ ･････････････96

	 Q10	 小中連携にどう取り組みますか･･･････････････････････････97

	 Q11	 主任の職務とは何ですか･･････････････････････････････････98

	 Q12	 主幹教諭・指導教諭について述べてください･･･････････ 99

	 Q13	 学校の設置について説明してください･････････････････ 100

	 Q14	 学校事務にはどんなものがありますか･････････････････ 101

	 Q15	 校務分掌とはどのようなものですか････････････････････ 102

	 Q16	 職員会議にはどんな機能がありますか･････････････････ 103

	 Q17	 学校に備える表簿には何がありますか･････････････････ 104

	 Q18	 学校予算の執行をどのように行いますか･･･････････････ 105

	 Q19	 施設・設備の管理で大切なことは何ですか･ ･･･････････ 106

	 Q20	 学校施設を使用できるのはどんな場合ですか･･････････ 107

第6章 教育課程に関する質問20	 109

	 Q1	 教育課程の編成をどのように行いますか･･･････････････ 110

	 Q2	 学習指導要領とは何ですか･･････････････････････････････ 111

	 Q3	 教育課程の管理はどう行われますか････････････････････ 112

	 Q4	 時間割編成をどのように行いますか････････････････････ 113

	 Q5	 指導要録とはどのようなものですか････････････････････ 114

	 Q6	 通級指導とは何ですか･･････････････････････････････････ 115



	 Q7	 学力調査について説明してください････････････････････ 116

	 Q8	 教科書・補助教材をどう活用しますか･････････････････ 117

	 Q9	 基礎・基本の徹底にどう取り組みますか･･･････････････ 118

	 Q10	 習熟度別指導にどう取り組みますか････････････････････ 119

	 Q11	 少人数指導の利点は何ですか･･･････････････････････････ 120

	 Q12	 モジュール方式の授業を行っていますか･･･････････････ 121

	 Q13	 学校図書館の利用推進にどう取り組みますか･･････････ 122

	 Q14	 豊かな心の育成にどう取り組みますか･････････････････ 123

	 Q15	 道徳教育をどう充実させますか･････････････････････････ 124

	 Q16	 理数教育をどう充実させますか･････････････････････････ 125

	 Q17	 情報教育の充実をどう図りますか･･････････････････････ 126

	 Q18	 キャリア教育にどう取り組みますか････････････････････ 127

	 Q19	 持続発展教育にどう取り組みますか････････････････････ 128

	 Q20	 食育の推進にどう取り組みますか･･････････････････････ 129

第7章 教職員に関する質問20	 131

	 Q1	 教職員の人事にはどんなものがありますか･ ･･･････････ 132

	 Q2	 教員免許状とはどんなものですか･･････････････････････ 133

	 Q3	 服務の根本基準について説明してください･ ･･･････････ 134

	 Q4	 職務専念義務の免除とはどういうことですか･･････････ 135

	 Q5	 職務命令とはどのようなものですか････････････････････ 136

	 Q6	 信用失墜行為とは何ですか･･････････････････････････････ 137

	 Q7	 教職員の守秘義務を説明してください･････････････････ 138

	 Q8	 営利企業等の従事制限とは何ですか････････････････････ 139

	 Q9	 政治的行為の制限とは何ですか･････････････････････････ 140

	 Q10	 争議行為等の禁止とは何ですか･････････････････････････ 141

	 Q11	 教職員研修にはどんなものがありますか･･･････････････ 142

	 Q12	 初任者研修をどのように行いますか････････････････････ 143

	 Q13	 分限処分・懲戒処分とはどのようなものですか･･･････ 144

	 Q14	 人事考課制度とはどんなものですか････････････････････ 145



	 Q15	 指導力不足の教員をどう指導しますか･････････････････ 146

	 Q16	 教職員の不祥事をどう防ぎますか･･････････････････････ 147

	 Q17	 勤務時間について知っていますか･･････････････････････ 148

	 Q18	 育児休業について説明してください････････････････････ 149

	 Q19	 介護休暇はどんなときに取得できますか･･･････････････ 150

	 Q20	 教職員のメンタルヘルスにどう対応しますか･･････････ 151

第8章 児童・生徒に関する質問20	 153

	 Q1	 就学義務とは何ですか･･････････････････････････････････ 154

	 Q2	 就学義務の猶予・免除とは何ですか････････････････････ 155

	 Q3	 就学指導とは何ですか･･････････････････････････････････ 156

	 Q4	 認定特別支援学校就学者とは何ですか･････････････････ 157

	 Q5	 特別支援教育をどう推進しますか･･････････････････････ 158

	 Q6	 LD・ADHDの子どもにどう対応しますか･･････････････ 159

	 Q7	 交流教育をどう推進しますか･･･････････････････････････ 160

	 Q8	 どんな場合、性行不良で出席停止になりますか･･･････ 161

	 Q9	 児童・生徒に懲戒を加えることはできますか･･････････ 162

	 Q10	 不登校児童の指導にどう取り組みますか･･･････････････ 163

	 Q11	 別室登校の子どもにどう対応しますか･････････････････ 164

	 Q12	 暴力行為にどう対応しますか･･･････････････････････････ 165

	 Q13	 放課後子どもプランとは何ですか･･････････････････････ 166

	 Q14	 不審者にどう対応しますか･･････････････････････････････ 167

	 Q15	 規範意識をどのように育成しますか････････････････････ 168

	 Q16	 人権教育をどう推進しますか･･･････････････････････････ 169

	 Q17	 読書活動の推進をどう図りますか･･････････････････････ 170

	 Q18	 児童自立支援施設について説明してください･･････････ 171

	 Q19	 児童虐待にどう対応しますか･･･････････････････････････ 172

	 Q20	 携帯電話の使用をどう指導しますか････････････････････ 173



第9章 保健・安全等に関する質問15	 175

	 Q1	 学校保健安全委員会をどう活用しますか･･･････････････ 176

	 Q2	 就学時健康診断で何に気を付けますか･････････････････ 177

	 Q3	 学校三師とは何ですか･･････････････････････････････････ 178

	 Q4	 保健主事・養護教諭の職務は何ですか･････････････････ 179

	 Q5	 感染症にどのように対応しますか･･････････････････････ 180

	 Q6	 新型インフルエンザにどう対応しますか･･･････････････ 181

	 Q7	 児童・生徒の PTSD にどう対応しますか･･･････････････ 182

	 Q8	 危機管理にどう取り組みますか･････････････････････････ 183

	 Q9	 不審者の侵入にどう対応しますか･･････････････････････ 184

	 Q10	 避難訓練をどのように行っていますか･････････････････ 185

	 Q11	 セクハラの防止にどう取り組みますか･････････････････ 186

	 Q12	 薬物乱用防止をどう指導しますか･･････････････････････ 187

	 Q13	 臨時休業はどんな場合に可能ですか････････････････････ 188

	 Q14	「学校の管理下」とは何ですか･･････････････････････････ 189

	 Q15	 著作権にどう配慮しますか･･････････････････････････････ 190

第10章 集団面接・集団討論の攻略法	 191

	 1	 ＜集団面接＞多数の回答を準備しておく･･･････････････ 192

	 2	 ＜集団面接＞多面的な視点で考察する･････････････････ 194

	 3	 ＜集団面接＞包容力と度量の大きさを示す･ ･･･････････ 196

	 4	 ＜集団面接＞既出の回答に新たな視点を加える･･･････ 198

	 5	 ＜集団面接＞計画的・継続的にできる実践を･･････････ 200

	 6	 ＜集団面接＞あくまでも管理職の立場で答える･･･････ 202

	 7	 ＜集団討論＞討論では何が評価されるのか･ ･･･････････ 204

	 8	 ＜集団討論＞発言の質の高め方･････････････････････････ 206

	 9	 ＜集団討論＞興奮しない、傷つけない･････････････････ 208



32

1 歯切れのよい
自己紹介を心がける

◆自己紹介は事前に準備できる

　個人面接の冒頭は、必ず自己紹介から始まります。
　面接官は、「○○さんですね。あなたの学校の学校課題を含めて１分間で
自己紹介をしてください」というような質問を投げかけてきます。
　面接官に対する受験者の最初の印象は、この自己紹介で決まります。
　自己紹介では、次のような点に注意しましょう。

自己紹介で注意すべきポイント
・‌�時間を守ること。１分間以内と言われたら、必ず厳守する。
・謙虚な姿勢を貫くこと。その上で、自分をアピールする。
・これまでの研修を通して学んだことを、明確に打ち出すこと。
・‌�学校経営にどう関わっているか、また、関わろうとしているかを伝
えること。

・簡潔に歯切れよく、丁寧な言葉で語尾までしっかりと話すこと。

　管理職になると、何か行事や緊急事態があれば、たくさんの教職員や児
童・生徒に大きな声で指示を出さなければなりません。また、職員会議でも、
教職員の指導をする立場です。管理職になるには、歯切れのよい話し方、
丁寧な言葉遣いは必須です。
　自己紹介の回答は、事前に準備することができます。
　時間は限られていますから、それほどたくさんのことを話すことはでき
ません。自分のことをしっかりと面接官にわかってもらえるような、簡潔
な文案を準備しておくことが大切です。具体例を見てみましょう。
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自己紹介の例
　私は、受験番号 55 番の○○◇◇と申します。現在、△△市立▽▽
小学校で、教務主任として勤めさせていただいております。
　教職について 22 年目で、現在の小学校で４校目です。教務主任に
なる前には、生徒指導主事や体育主任の経験があります。県のスポー
ツ研修センターの専門研修で、２年間の体育研究をしたこともあり
ます。現任校では、昨年度から教育委員会の委嘱を受けて、学校教
育目標にある「たくましい子」の育成をめざして、健康教育も含め
た体育科の研究に取り組んでいます。
　私も体育主任と協力しながら、学校保健・健康教育の面から体育
科の研究推進にあたっています。よろしくお願いします。

　この後、面接官は必ず自己紹介に関連した質問（枝問）を投げかけてき
ます。
　

枝問１   ‌�体育科の研究といいましたが、あなたはどのようなことに力を入れ
て研究していますか。

枝問２   ‌�体育科の研究の中で、あなたはどのような役割を担っていますか。

　これらの質問も、事前に回答を準備しておくことができるはずです。

回答１   ‌�体育科の授業で、子どもたちの体力をいかに高めていくか、授業の
展開の仕方について研究しています。

回答２   ‌�研究推進委員会が、授業研究部・健康保健部・施設環境部の３つに
分かれています。私は施設環境部の責任者で、運動施設・設備の整備、

体育備品の管理などの充実について推進しています。

　面接が始まってすぐの質問にきちんと答えることができれば、緊張も和
らぎ、気持ちが落ちついてくるはずです。
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3 自分の理想とする
学校像を確立しておく

◆自分らしい回答を準備する

　「どのような学校をつくりたいと思いますか」という問題は、面接では必
ず聞かれる不易な問題です。例えば、次のような具合です。

面接官   あなたは、どのような学校をつくりたいと思いますか。
受験者   子どもたちが、毎日喜んで登校する学校をつくりたいです。

面接官   どうすればそのような学校がつくれますか。
受験者   ‌�教職員がよくわかる授業を行うことだと思います。そうすれば、子

どもたちが学習する楽しさを持つことができるからです。

面接官   教職員の指導力を向上させるには、どのようにしますか。
受験者   ‌�授業研究を中心にした校内研修に取り組みます。また、日常の授業

観察なども行い、適切に指導・助言をして指導力の向上に努めます。

面接官   授業観察と言いましたが、教頭として忙しい中でできるのですか。
受験者   ‌�どんなに多忙でも、必ず時間をみつけて行います。教職員の人事考

課も始まっているので、日常の授業観察は、業績評価を行う上でも

欠かせません。

　自分の理想とする学校像については、しっかりとした考えを確立してお
くことが必要です。同時に、教職員像、児童・生徒像など、教育に関する
理想像についても、自分らしい回答を準備しておきましょう。また、受験
者の回答に対して一問だけで終わることはなく、面接官からは必ず関連し
た枝問が出されます。予想される枝問への準備もしておけば、試験会場で
落ち着いて対応することができます。
　回答の準備をしていないと、慌ててしまったり、同じことを繰り返した
り、正鵠を得ない回答になってしまったりします。きちんと準備を整えて、
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誠実に穏やかに落ち着いた態度で受け答えをしましょう。面接官は、回答
の内容だけでなく、受け答えの仕方も見ています。

◆管理職としての確固たる信念を持つ

　「どのような教頭をめざしますか」という問題も、「どのような学校をつ
くりたいと思いますか」という問題と同様に、面接では不易な問題です。

面接官   あなたはどのような教頭をめざしますか。
受験者   ‌�校長の学校経営の補佐に徹して、職員室の担任として校務の整理が

しっかりとできる教頭です。

面接官   教職員とはどのように関わりますか。
受験者   ‌�教職員の長所を伸ばすように優しく接するとともに、職務について

は厳しさを持ってあたりたいと思います。

面接官   優しくと言いましたが、それでは甘やかしではないですか。
受験者   ‌�教職員には、優しく、温かくという基本姿勢で接しますが、職務の

遂行には毅然とした態度であたります。

面接官   職員室の担任と言いましたが、どんな職員室にしますか。
受験者   ‌�職員室は、教職員がお互いに話し合い、高め合う場、子どもの成長

を語り合う場にしたいと思います。

　自分の理想とする教頭像、校長像も必ずまとめて、整理しておいてくだ
さい。面接官は、受験者がどのような信念や考え方を持っているのかを聞
いてみたいと考えています。本当に、この受験者に校長として「一校」を
任せられるのか。副校長、教頭として「校長の補佐」ができるのか。これ
らを面接試験を通して確認したいのです。
　学校管理職になると、学校の代表として、「学校の顔」になります。児童・
生徒や保護者、地域住民は、校長、副校長、教頭を見て、その学校で行わ
れている教育の質の判断をしてしまう場合もあります。日常の教育活動を
しっかりと行い、何か不測の事態が起きたときも理路整然とした対応がで
きる落ち着きを持った学校管理職の存在こそ、信頼される学校の礎になる
ことを肝に銘じ、明解な回答を心がけましょう。
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Q7 学校評価に
どう取り組みますか

ここがポイント！

押さえておこう

◎自己評価、学校関係者評価、第三者評価の３つを適切に行う。

Q   学校評価の目的は何ですか。
A   ‌�各学校が、自らの教育活動や学校運営について、めざすべき目標を設
定し、その達成状況や取組みの適切さ等について評価することにより、
学校として組織的・継続的な改善を図ることです。

Q   あなたの学校では、学校評価にどのように取り組んでいますか。
A   ‌�学校が行った自己評価を保護者や地域に公表して、適切に説明責任を
果たし、保護者、地域住民からの理解と協力を頂いています。１学期
末に学校の自己評価を行って保護者に公開し、夏季休業中に学校関係
者評価を行います。それを基に２学期からの教育活動を展開します。

Q   学校関係者評価はどのように行っているのですか。
A   ‌�保護者、学校評議員、地域住民、青少年健全育成団体の関係者等、20
名ほどの学校関係者によって、自己評価の結果を評価していただき、
その結果も、保護者、地域住民に公表しています。

Q   学校評価での問題点は何かありますか。
A   ‌�教育活動の目標が抽象的だと、評価がしにくいことです。また、もう
少し教職員間での課題意識の統一を行ったほうがよいと思います。

Q   第三者評価は、行っていますか。
A   ‌�教育委員会と話し合って、外部の専門家による第三者評価の準備を進
めています。専門的視点からの評価に意義があると考えています。

１．‌�学校評価の目標は、学校の課題をしっかりと分析し、その達成状況が的確に測定できる
ものであることが望ましい。

２．‌�学校評価については、学校教育法 42 条、学校教育法施行規則 66 〜 68 条に規定されて
いる。学校評価ガイドライン〔平成 22 年改訂〕も確認しておく。
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Q1 教育課程の編成を
どのように行いますか

ここがポイント！

押さえておこう

◎学習指導要領に基づき、実態に即した創意工夫を加え編成する。

Q   学校において編成する教育課程とは、どのようなものですか。
A   ‌�教育基本法や学校教育法をはじめとする法令にしたがって、各教科や
道徳、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動などの目標やね
らいを実現するように、教育内容を学年に応じて総合的に組織した教
育計画のことです。

Q   学校で独自に編成してもよいのですか。
A   ‌�学習指導要領に示された指導内容に基づきますが、学年に応じ、授業
時数との関連において総合的な教育計画を作る必要があります。

Q   他には、どういうことをふまえる必要がありますか。
A   ‌�地域や学校の実態及び児童・生徒の心身の発達の段階と特性を考慮し
て指導内容を組織します。

Q   教育課程の編成の責任者は、誰ですか。
A   ‌�校長です。教育課程は各学校において編成するものであり（学習指導
要領第１章総則第１）、学校の責任者は校長ですから（学校教育法 37
条４項）、教育課程の編成に関する責任と権限は校長にあります。

Q   教育課程の編成で忘れてはならないことは、何ですか。
A   ‌�各学校では、創意工夫を加えて、地域や学校及び児童・生徒の実態に
即した教育課程を責任を持って編成、実施することが必要です。

１．‌�学習指導要領は、学校教育について一定の水準を確保するために法令に基づいて国が定
めた教育課程の基準であるので、各学校の教育課程の編成及び実施にあたっては、これ
に従わなければならないものである。

２．‌�教育課程の届出については、教育委員会の定める学校管理規則に従い、定められた様式
で期日までに届出または承認を得る必要がある。


